
科　　目

給付費
年金給付費）
一時金給付費）
移換金
拠出金
運用報酬等
業務委託費
指定年金数理人費
運用損失

計

特別支出
繰入金

計

給付債務増加額
数理債務増加額）
最低責任準備金（継続基準）増加額）

　計　

当年度剰余金
　計　
総合計

決　算　額

173,824
（22,179
（151,645
86,560

41
18,601
8,140
725
0

287,891

0
0
0

3,587
（0

（3,587
3,587

819,222
819,222
1,110,700

■損益計算書  自）平成21年4月1日　至）平成22年3月31日
費　用　勘　定

科　　目

掛金等収入
政府負担金
運用収益

計

特別収入
受入金

計

給付債務減少額
数理債務減少額）
最低責任準備金（継続基準）減少額）

計

当年度不足金
計

総合計

決　算　額

349,985
1,054

655,066

1,006,105

0
0
0

104,595
（11,921
（92,674
104,595

0
0

1,110,700

収　益　勘　定

1. 経常収支

2. 特別支出

3. 数理的評価の変動

4. 基本金及び総合計

決　算　額

62,007
（37,713
（23,985
（309

4,831,360
（811,482
（4,019,878
4,893,367

773,070
（773,070

（0
773,070
5,666,437

■貸借対照表  平成22年3月31日現在
資　産　勘　定

科　　目

流動負債
未払運用報酬等）
政府負担金返納金未払金）
支払備金
未払給付費）
未払移換金）

計

給付債務
数理債務）
最低責任準備金（継続基準））

計

基本金
別途積立金）
当年度剰余金）

計
総合計

決　算　額

1,769
（1,769

（0
42,963

（23,948
（19,015

44,732

4,802,483
（1,914,147
（2,888,336
4,802,483

819,222
（0

（819,222
819,222
5,666,437

負　債　勘　定

1. 純資産

2. 資産及び負債の数理的評価

3. 基本金及び総合計

科　　目

流動資産
預　貯　金）
未 収 掛 金）
未収政府負担金）
固定資産
信 託 資 産）
保 険 資 産）

計

基本金
繰越不足金）
当年度不足金）

計
総合計

（単位：千円）

（単位：千円）

〔加入員数〕
男性
350人
337人

基本部分
加算部分

女性
1,739人
1,217人

合計
2,089人
1,554人

規約上
2.9％
3.9％

基本掛金率
加算掛金率

数理上
2.041％
3.838％

〔平均給与月額（賞与込）〕
男性

376,503円
244,154円

基本部分
加算部分

女性
224,113円
122,933円

平均
249,645円
149,221円

〔増加加入員数〕
男性
16人基本

女性
408人

合計
424人

〔減少加入員数〕
男性
28人基本

女性
392人

合計
420人

〔平均年齢〕
男性
42.7歳

女性
29.2歳

平均
31.4歳

〔年金受給者数〕
男性
33人

女性
29人

合計
62人

〔受給待期脱退者数〕
男性
141人

女性
468人

合計
609人

〔免除保険料率〕
2.9％

決算の基礎となった数値

去る8月28日、当基金の第48回代議員会が開催され、
平成21年度の決算および財政検証結果が承認されました。

平

年 金 経 理

成 21 年 度 決 算 の お 知 ら せ
　基金では、加入員・受給（権）者の皆様の受給権保護のために、決算期ごとに年金資産の積
立状況を 2つの基準（継続基準・非継続基準）で検証しています。

　今後とも制度が継続していくという観点
（継続基準）で、積立金の額が責任準備金に対
して十分であるかどうかを検証するもので
す。

　制度を終了した場合に加入員や受給者の受
給権が確保されているかという観点（非継続
基準）で、積立金の額が最低積立基準額に対し
て十分であるかどうかを検証するものです。

最低責任準備金お
よび最低積立基準
額に対しても純資
産額の割合が基準
値である数値を上
回り、回復計画の策
定及び積立比率に
応じた掛金の設定
は必要ありません。

年金経理の財政検証結果

2　非継続基準1　継続基準

●検証結果 ●検証結果

純資産額＋許容繰越不足金
責任準備金 （基準値）

＝ 1.27 ＞1.0 純資産額
最低責任準備金

最低積立
基準額
5,318純資産額

4,848
最低責任
準備金
2,981

許容繰越不足金
1,266

純資産額
4,848

責任準備金
4,802

（90％）

＝ 1.62 ＞1.05

純資産額
最低積立基準額 （基準値）

（単位：百万円）（単位：百万円）

＝ 0.91 ＞0.9

A

B

※責任準備金………将来の年金給付に備えて現時点で保有しておくべき年金資産。
※最低積立基準額…現時点で基金が解散したと仮定した場合に、加入員、受給（権）者の加入期間に見合った

給付をまかなうために必要な年金資産。

許容繰越不足金を
加えた基金の純資
産額が責任準備金
を上回り、基準を
満たしています。

（90％）

A
B

平成21年度
1.62
0.91

平成20年度
1.38
0.80

平成19年度
1.76
0.97
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